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は じ め に

本調査報告書は､海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)のプロジェクト･ファイ

ディングチームによって1990年7月18日- 8月1丁目まで実施された､

ブラ ジル国:トカンチンス州ボルト･ナシオナルかんがい計画

パラグアイ国:アロヨス･エステロス排水整備計画

小農振興農業開発計画

以上三件に関するプロジェクト･ファイディング調査の現地調査報告書である｡

ブラジル国の調査対象地域であるトカンチンス州はブラジル国のほぼ中央､北部地

方に位置する｡

調査対象地域であるトカンテンス州は1989年にゴイアス州ネり独立した新しい州で､

農業､牧畜業を主産業としている｡同州の中央部には南北にトカンテンス川が同州を縦
断するように涜れ,この川によって同州の自然環境はほぼ二分される｡すなわちトカン

チンス川の西部地域は､トカンチンス川とアラグアイア川の二大河川に挟まれた低地で

あり､その豊富な水資源,恵まれた自然条件によって大規模な水稲､大豆栽培が行われ

ている｡また,東部地域は一般に”セラード地方''と呼ばれているところであり､主に
牧草地が､水利条件の比較的恵まれているところでは､トウモロコシ､サトウキビ等の

畑作が行われている｡

トカンチンス州政府は､現在､農業関連のプロジェクトを6地域において計画して

いるが､技術､経済力が不足しており､日本政府からの協力を強く望んでいる｡本調査
団は､同州の計画するプロジェクトの検討と､その他この若い州に適した開発計画の提

案を行った｡

一方､パラグアイ国では近年､土地を持たない農業労働者の民有地-の不法侵入､
占拠が農業のみならず国全休の大きな社会問題となっている｡パラグアイ政府では､こ

の｢土地なし農民+問題解決のため､農牧省を中心に関係機関の協力の下､種々の対策
を講じてきたが､問題解消には至っていない｡

アロヨス･エステロス地域は､アスンシオンを中心とした首都圏に隣接した､浸他

の広がる農村地帯である｡この地域でほ立ち遅れた農業生産基盤を整備し､パラグアイ

国内に多く存在する低湿地帯開発のモデルとして､また､首都圏周辺に居住する土地な

し農民をも吸収する計画の調査である｡

また､パラグアイ国第二の都市であるエンカルナシオンを中心としたイタブア,ミ

シオネス両県は､自然条件にも恵まれ､大型機械を導入した大規模農業が行われている｡

パラグアイ政府は､過去に行われた｢土地なし農民+問題対策への反省から､収穫機械
等の資本が必要なものを分離,管理し､農民の資金負担を軽減､併せて,農村インフラ

の整備を行う事業を計画,本調査団は､小農振興のための当該計画の調査を行った｡

今回の調査にあたっては､ブラジル国およびパラグアイ国の両国日本大使館ならび

に関係機関より有益な資料･情報の提供等多大な協力を得た｡ここに感謝の意を表すと
ともに､今回の調査が現実に向かって進展することを願う次第である0

1990年9月 ADCA調査団員(内外エンジニアリング株式会社)
進藤 澄雄(地域開発)

松尾 有紀(農業､土壌)
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Ⅰ.ブラジル国 トカンチンス州ボルト･ナシオナルかんがい計画

1.ブラジル国､トカンチンス州の概況

1.1自 然

ブラジル国ほ南米大陸東部に位置し,大西洋に面する｡その面積は､約851万kⅦ2で､

日本の約23倍､世界第5位であるが､人口は約1.5億である｡北部のアマゾン川流域は密

林地帯で国土の約40%を占め､北東部は濯木地帯､中央部以南､特に大西洋側は豊富な

資源をバ･,クに総人口の約半数が居住する｡気温は,アマゾン川流域が熱帯,北部が乾

燥地帯､中央部は亜熱帯､南部は温帯である｡

調査対象であるトカンチンス州は､ブラジル国のはぼ中央､首都ブラジリアの北部

に位置し､その面積は約23.8万kn2であり､同州の中央部を南から北にトカンチンス川

が縦断するように流下する｡

この川により同州の自然条件はおおよそ二分される｡すなわち､トカンチンス川と

同州とパラ州､マットグロッソ州との州境を流れるアラグアイア川にはさまれた西部地

域と東部地域である｡

西部地域は気候的には熱帯(一部サバンナ)に属し,年間雨量は1,700-2,700mm､

植生は熱帯雨林地帯であり､地形はほぼ平坦あるいは緩やかな波状である｡一方東部地

域はセラード地方と呼ばれるところであり､気候的には熱帯乾燥(半乾燥)に属し､年

間雨量は約1.500mであり､その地形ほ波状から丘陵を形成するo また､気候は両地域

とも年平均24-28℃である｡

1.2社会･経済

今年(1990年) 3月,昨年12月の29年ぶりの国民直接選挙で選出された中道右派の

フエルナンド･コロール氏が,民政復帰後､ 2代目の大統領として就任した｡選挙後､

新政権により､年率2,700%を超すといわれるハイパーインフレ抑制のための径済政策

が発表された｡その骨子は､ 1)物価,賃金の凍結､ 2)行政機関の続廃合による人員整理､

3)通貨名を｢/-ホー･クけ-r+から｢ルセー巾+に変更(当初､ふた桁のf'/ミをする予定であっ

たが結局見送られた) ､ 4)対rル為替相場を変動制に移行､ 5)5万/-i'･紬サーーrを越す貯

金についてはこれを凍結､ 18ヶ月後より分割で払い戻す､という斬新なものであり､そ

の一方で､外国資本の積極導入による経済の活性化をめざしている｡これらの新径済政

策により､現在､同国のインフレは比較的落ち着た状態である｡

ー1
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しかし､同国の農業に関しては､新政府の径済政策が基幹産業を優先している､イ

ンフレ懸念による鋲行融資の引締め等のため伸び悩んでいるのが現状である｡

ブラジル国の径済指標を表卜1､卜2に､農業指標を表卜3､ Ⅰ-4に示す｡

表 卜1国内総生産と国民一人当りの所得

国 内 総 生 産 国民一人当りの所得

年 (名目金額､ 100万DSS) (名目金額､ USS)

1985 228,137

1986 250,123

1987 268.663

1988 279,492

1g89 303.452

1,682.87

1,806.03

1,899.32

1,935.16

2,058.64

出典: 7一ラシーk中央銀行

表 卜2 部門別年間成長率

部門 年1985 1986 1987 1988 1989

農牧畜 9.8
-8.2 15.2 1.5 2.2

=# 9.0 11.7 1.0 -2.6 3.9

サービス 6.5 8.2 3.3 2.4 3.T

全体 8.2 7.5 3.8 0.0 3.8

出典: 7一ランーk中央鋸行
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表 卜3 主要農産物の生産量

1987 1988 1989

作 物 生産量 前年比 生産量 前年比 生産量 前年比

綿花(長繊維) 60 -48.3

(短繊維) 1.613 -28.6

栄(籾) 10.419 0.4

八一レル3 2, 331 2T.0

コート 4.045 111.5

サトウキヒー 268. T41 12.4

フ1シー3ン 2.007 -9.1

オレンシー 73, 569 10.0

TJシーコカ 23, 464 -8.4

トウ印コシ 26. 803 30. 5

大豆 16,969 27.3

トマト 2,049 11.0

小麦 6.035 6.1

99 65.0

2.436 51.0

ll.806 13.3

2.299
-1.4

2,704
-38.6

258.449 -3.8

2.9O1 44.5

75,549 2.7

21.612 17.9

24.750 -7.7

18,021 6.2

2.407 1T.5

5.751 -4.7

4T -52.
5

1.797 -26. 2

ll,043 -6.5

2.135 -7.I

2.g9g 10.9

260,643 0.8

2,328 -19.8

90,466 19. 7

23,701 9.7

26.569 7.3

24.085 33.6

2.176
19.6

5.295
-7.9

注:生産量1,000トン,前年比 %､ 1989年は12月での推定値

出典.･プーラシーh中央親行

衰 卜4 耕地面積と農家の占める割合

耕 地 面 積 農家の占める割合

10 ha以下 4T.0%

10
- 30 ba 5.g %

30 ba以上 17.1%

出典: IBGE
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1.3トカンテンス州の概況

調査地域であるトカンチンス州は､ 1989年に径済､基本インフラの不均衡等の理由

によりゴイアス州より分離､独立した新しい州である｡

同州の人口は1989年現在約1.1百万人である｡ 1985-1989年の人口増加率は5.06%と

ブラジル国の中Tp'も最も高い増加率を示す州のひとつであり,このことがゴイアス州よ

り独立した理由にもなっている｡

交通手段としては､トカンチン川た沿ってプラジT)アからベレン(パラ州)に延び

る国道153号線が同州を縦断しており､各路線道路はこの国道を中心に各地に広がって

いる｡また､カジャス鉱山のために建設されている鉄道の支線が同州との州境にあるマ

ラノン州､インベラトリスまで建設されており､将来､ブラジリアまで延長される予定

である｡

同州の主要な産業は農牧畜業であり､農業従事者は全就業人口の66%を占めている.

主な作物はトウモロコシ.､米､ダイズで､この3品目により農産物全休の約70%カ;占め

られている｡また､牧畜関係では､同州北部では乳業が,その他の地域では肉牛を中心

に行われ､欧米へ輸出もされている｡

その他､同州は新しい州であり,径済基盤の立ち遅れなどにより連邦政府により上

限200億ドルまでの海外借款が認められている｡

トカンテンス州の一般指標を表 卜5､卜6 に,農業指棲を表ト7,図 卜1に示す｡
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表 卜5 トカンテンス州の人口の推移

1960年 333 千人

1970 522

1980 T3g

1985 881

198g 1.075

1.米(籾付)

表 卜6 トカンテンス州産業別人口

農牧畜業

鉱工業

商業

運輸･通信

サービス

行政

皇旦勉_

合計

133 ＋^

1g

10

5

21

17

3

208

1980年現在

表 卜7 トカンチンス州主要農産物生産量

2.大豆

年 生産量(t) 作付面積(ba)

1980 293,gT3

1981 228, 218

1982 469. 364

1983 336.00T

1984 420, 799

1985 449, 983

1988 630, 994

1987 800. 520

215.412

228, 103

345,088

320,818

366,675

322,256

406,766

430.520

3.トウモロコシ

年 生産量(t) 作付面積(ha)

1980 63.914 56.228

1981 80,379 77,955

1982 97,258 83,731

1983 74.854 69,436

984

985

986

987

94,658 81.T90

99,278 78.140

113,100 87,965

105.955 89.935

年 生産量(t) 作付面積(ba)

1980 98 85

1981 835 442

1982 4,117 2,799

1983 9.838 5,5T2

1984 25.032 19,421

1985 58.617 38,326

1986 45.342 26,138

1987 23,510 14.660

図 卜1トカンテンス州農産物の割合

8ANANA

SUGARCANE

KIDNEY BEANS

CORN

1 1.7TT'

26.2%

23.1%

18.7%

R[CE

.I.7%･
CASSAVA

SOYBEAN

ヽ♪

a

10. 2?,I.

OTHERS
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2.トカンチンス州の開発計画

トカンテンス州は1988年ゴイアス州から独立した若い州であり､現在州都を建設中

であり､州全体の開発も遅れている｡ブラジル連邦政府はトカンテンス州の開発に閲し

約2億卜一ルの開発責を用意しているo農業開発に関しては,現在次に上げるプロジェクト

を開発の第一歩としている｡

ボルト･ナシオナルかんがい計画(フォルモーソ湿地開発計画)

アウダスティノポリス畜産坂興計画

パラナ畑地かんがい開発計画

ディアナポリス農地改良材開発計画

トカンテンス州農地環境保全計画

トカンテンス州農道整備計画

本調査では開発の繋易度､位置付け､優先度を調べる目的で以上のプロジェクトサ

イトの視察･調査を行った｡

各プロジェクトの開発の目的は次のとおりである｡

1)ボルト･ナシオナルかんがい計画(フォルモーソ湿地開発計画)

計画対象地区は､州南西フォルモーソ･ド･アラグアイア市郊外に位置する､フ

ォルモーソ川､プラコ川流域内の低湿地帯である｡現在パイロット的事業として

水稲と大豆､約3万haが農地開発されている｡トカンテンス州政府は恵まれた水

資源を利用し､パイロット事業を拡大､この州の農業開発の核にする目的である｡

2)アウダスティノポリス畜産振興計画

計画対象地区は､州北部アウダスティノポリス市を中心とした地域である｡当地

域では畜産,特に乳業が盛んに行なわれているが､乳製品加工施設を持たないた

め､他州にその加工を依存している｡このため生産者は乳製品の運送に閲し他州

に関税を払わなけれならず､結果的に製品価格を上げるということに苦慮してい

る｡よって,トカンチンス州政府は､同地区に乳製品加工施設を導入し製品コス

トをさげ､事業をさらに拡張したいと考えている｡

3)パラナ畑地かんがい開発計画

計画対象地区は､州南東部パラナ市を中心とした地域である｡当地域は''セラー

ド地方”の一部ではあるが､水利､自然条件等が畑作農業に適しており,州政府
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としては当地区をセンターピボット等を導入した畑地かんがい開発計画の実施を

考えている｡水源はパラナ川で､取水堰､ポンプ等の施設によりかんがいを実施

する｡国際協力事業団(JICA)三号ローン案件で開発されたセラード農業開発地域

では､かんがい農業による再開発計画を一部実施しており､ブラジル国において

かんがい事業は拡大している｡また,当地区近郊には後述する土壌改良資材が産

出し､これを利用する計画である｡

4)ディアナポリス農地改良資材開発計画

計画対象地区は､州南東部ディアナポリス市を中心とした地域である｡当地域周

辺では土壌改良資材の一種であるドロマイト(苦灰石)が多く産出する｡当地区

は土壌的に問題のある”セラード地方”に隣接しており､州政府は主にこの地方

への導入を計画しているoまた､ドロマイトには苦土(Mg)も含まれており､ Mg

の添加による肥料としての効果も期待できる｡

5)トカンテンス州農地環境保全計画

同州では自然発火を含め､天然林地を焼き､そこを草地にするという慣習が続け

られ､天然資源が減少している｡また､同州は開発の進んだ南部とアマゾン地域

との中間に位置し,今後のアマゾン乱開発への防衛線となることを州政府は認識

している｡以上の辛から州政府は､環境保全のため農業開発には､農地開発面積

と同面積を環境保護区として確保することを義務づけるよう提案し､調査を計画

している｡

8)トカンチンス州農道整備計画

同州は径済基盤が薄く､社会インフラは立ち遅れている｡州政府は､農業開発と

併せ,農業資材､収穫物の輸送手段として､農道の整備を急務とし､そのための

調査､建設を計画している｡

このうち､最も優先度の高いプロジェクトとしてフォルモーソの水田開発が位置付

けられている｡

3.ボルト･ナシオナルかんがい計画(フォルモーソ湿地開発計画)の概要

3.1計画の背景と目的

開発計画対象地となる地区はトカンテンス州々都パルマ市から約300km離れた南西
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に位置する｡アラグアイア川の支流となるフォルモーソ川､プラコ川涜域に広がる低湿

地帯である.現在パイロット的事業として約3万haの農地開発が実施されているo主要

農産物は米と大豆の2毛作である.トカンチンス州政府はこの′りロット事業を拡大し､

この州の農業開発の核にする計画である｡本地域の開発面積は約30万haとされており,

プロジェクト完成後は一大穀倉地帯となろう｡ブラジル連邦政府および州政府は今後本

事業を早期にスムーズに実施するために日本政府からの技術および資金協力を期待して

いる｡

3.2計画地域の概要

a)計画地区

計画地区はトカンテンス州南部グルピー市より40-50kmの位置にあり､フォルモ

ーソ､プラコ両川の流域沿岸となる｡

b)自然

気候は年平均気温は25℃で､年間温度格差は大きくない.年平均降雨量は1.550

-1.800mTnで雨期は12月-4月である.

地形はアラグアイア川を本流とし､多数の支涜によって広大な低平地を形成して

いる｡土壌はローム砂質土で農地に適しており､パイロット事業の3万baの生産

量はブラジルの平均生産量を大きく上回っている｡従って､本格事業とも言える

本計画事業における農業生産は同州およぴブラジル径済に大きく貢献する｡

c)農業

主要農産物は米(水稲)
,大豆､トウモロコシで､大規模な栽培生産が行なわれ

ることから,水管理､収穫機械､貯蔵施設等は組合組織により維持管理されるこ

とが必要である｡パイロット事業でも組合組織があり,その運営は実証済みであ

る｡

d)杜套条件

パイロット事業として開発されている地区の中心市街地はフォルモーソ･デ･ア

ラグアイア市となっている｡この市は当地域の商業,教育等の基本的社会生活条

件を一応整えている｡今後､本格事業として30万baの農地が造成されれば,フォ

ルモーソ･デ･アラグアイア市とデウエレ市が本事業計画地域の社会､径済中心

的役割を果たす市街地となろう｡
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3.3計画の内容

本計画の開発施設内容は次のとおりである｡

a:開発面積 30万ha

b:水源開発 (低ダム:貯水量3億m3)

c:かんがい施設

-かんがい用水路(ク◆ラヒーティかんがい)

-排水路(クーラヒーティ排水)

d:農道

e:ポストハーベスト施設

f:農村施設

一入植者住宅

一飲雑用水

一社会教育､文化､医療施設

g:稲作栽培技術研究所

開発方法としては5万ba毎の6期のステージに分けて開発を進める計画が提案される｡

また,トカンテンス州の水稲栽培に適する地域として､フォルモーソ川流域の他に同州

北部のアラグアイア川とトカンチンス川の合流地域では100万ba境模の開発が可能とさ

れている｡従って､同州全休の稲作開発を成功させる上で,栽培技術､最適品種の選抜

等技術確立のために｢稲作栽培技術研究所+の設立が望まれる｡

以上の事業計画の策定に当たってほ､下記に示す基礎調査とこれを基にしたF/S調

査の実施が必要である｡

A.基礎調査

a.アラグアイア､フォルモーソ､プラコの各河川の水資源と流況調査

b.開発地域における湛水および排水調査

c.開発地域における土壌調査

d.貯水池堤体予定位置の地形､地質調査

e.農地整備および保全調査

f.現況土地利用および土地利用計画調査

g.農業農村基礎調査

b.植生､生態および環境調査

i.涜通システム調査

B.水田開発を主目的とする開発計画(F/S)の作成

a.かんがい､排水,道路､圃場整備等の農業基盤整備計画
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b.栽培､営農､農業信用､農業加工､貯蔵,流通､社会インフラ等の計画

c.主要構造物の予備設計

d.事業責および便益の算定と経済評価

e.事業の資金計画､実施工程等の作成

3.4事業の実施機関

本事業計画の調査および実施機関はトカンチンス州が実施担当機関となるが､連邦

政府の農務省等の関連機関の協力の下に本計画は実施される｡

3.5事業実施計画

本事業計画の実施は次のような工程によって行うことが提案される｡

(1)本開発計画のF/S調査の日本政府への要請

(2)F/S調査の実施

(3)事業の実施

a:ステージ分に基づいた実施設計

b:ステージ分に基づいた工事の実施
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Ⅱ.パラグアイ国 アロヨス･エステロス地区排水整備計画

小農振興農業開発計画

1.パラグアイの一般概況

パラグアイ国は南米大陸の中央に位置し､周囲をアルゼンチン､ポリプィア､ブラ

ジルに囲まれた内樫周であるo国土の面積は約407千km2であり､国土の中央部をパラグ

アイ川が北から南に流れている｡これにより国土は東部地域と西部地域に二分されてい

る｡両地域はその自然条件の違いから､農業形態,人口分布,産業等の多くの面で対照

をなしている｡

西部地域は,チャコ地方と呼ばれ､地形は平坦で変化に乏しく､年間降雨量は 500

-1,200 mあるが,気温は寒暖の変化が激しく最高は40℃､最低で零下近くにまで成る

ことがある｡東部地域は､丘陵地帯と平原が波状型に連なり,その地形は変化に喜んで

いる｡年間雨量は1,200-1,600mmであり､年間平均気温は21-24oCで､西部チャコ地方

と比べ温度変化は激しくない｡また､東部地域､特にユンカルナシオン市とエステ市を

結ぶパラナ川沿岸地帯は土壌条件もよく､パラグアイ国の穀倉地帯を形成している｡

同国の人口は約400万人(1988年)であり､人口の97%が以上が東部地域に居住して

いる.また,首都アスンシオンを中心とする首都圏の人口は,約80万人と推定されてい

る.年平均人口増加率は, 1974-1983年の間では3.8%であったが､最近5年間(1984-

1988年)での平均増加率は2.9%に低下したo

主要な産業は農業,牧畜業である｡パラグアイの農牧林業生産部門は国内総生産の

2T.3% (1988年)
､総就業人口(139万人)の約半分を雇用している｡

(表Ⅰ卜2参照)
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表Ⅰ卜1 国内総生産および一人当りの生産額

年 1985 1986 1987 1988

1.国内総生産額(100万クーヤラニ)

成長率(%)

2.一人当り総生産額(a'†ラニ)

成長率(%)

766,158

4.0

208.112

766.223

0.0

202,268

1.0 - 2.8

799,382

4.3

205,151

850.207

8.4

211,345

1.4 3.0

注:生産額は1g82年を基準としたもの

1988年は推定値

出典: CUENTAS NACONALES 1985/1988, INFORMACIONES ECONOMICAS BASICAS 1988

表Ⅰ卜2 産業別就業人口の変化

___隻
1983

部 門 人 %

1985 198T 1988

人 % 人 % 人

農牧業

鉱工業

建設業

電力･水道

運輸･通信

商業･その他

合 計

473.553

10.864

230,609

6,137

31,410

42.7

1.0

20.8

0.8

2.8

357.237 32.1

1.109,810 100.0

538,643

1.376

232,17g

3,369

31.606

47.0

0.1

20.3

0.3

2.8

338.725 29.5

493.544

3.773

282,161

4,148

39.006

39.9

0.3

22.8

0.3

3.2

413.564 33.5

560. 168

2,929

290.873

4.401

42,877

48

%

8

0.3

25.3

0.4

3.7

246.632 21.5

1.145,898 100.0 1,236.196 100.0 1,147.880 100.0

出典: CUEⅣTAS NACONALES 1983/1988
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2.農業の概況

全国の土地利用状況は1987年現在､全国に約399万haの耕地と1.990万haの牧草地が

分布している｡そのうち､耕作地面積は､ 19TO年から1987年の間に約5.2倍と著しい増

加となり､結果､森林面積は大幅に減少した｡また, 1981年の農業センサスによると､

全国の総土地所有農家数は､約24.1万戸であり,総土地所有面積は約2.194 万haと

報告されている｡総農家数の約80%は土地所有面積20ba以下の小規模農家である｡

(表l卜3参照)

国内における主要農産物は,棉花､大豆､サトウキビ､小麦､トウモロコシ､タバ

コ､マンジョカ及びポロット等と種類が多いo これらは東部地域全般にわたり栽培され

ているが､概してサトウキビは東部地域の中央部(グアイラ県とその周辺地域)で栽培

され､大豆及び小麦はアルトパラナ川沿岸部に多い｡そのうち､棉花と大豆は輸出用と

して､他の農産物ほ国内市場向けまたは自家消費用としての生産されている｡主要農産

物の収穫面積および生産量を表Ⅰ卜4に示すo

主要農産物のうち､ポロットを除いては､いずれも増産傾向にある｡特に､綿花と

大豆の生産拡大が著しく､ 1985年には綿花および大豆とも､過去最高の生産量46.9 万

トンと117.2 万トンをそれぞれ記録した.サトウキビの生産は精糖用のほかアルコー

ル用の原料としての需要の増加により､収穫面積及び生産量とも拡大している｡ また､

小麦の生産は国内需要の90%を満たしている｡このようなことから､現在政府は輸入依

存割合の比較的高い野菜及び果物の国内生産の増大を奨励している｡

一方､国内の畜産は肉牛が主体であり､全国の肉牛の頭数は､約666万頭である(農

牧省.1987年)0 1987年の総販売量は､ 6.8万トンで､そのうち 66%は国内消費用であり､

残りが輸出用として生産されたo最近 5カ年間(1983 -1987年)において､肉牛頭数の

増減ははとんどないが, 1g87年の肉牛の輸出量は､ 1985年と比較して3倍以上増加した｡
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表Ⅰ卜3 土地利用の推移

単位:1,000 ha

地 目 1970 (A) 1975 (%) 1980 (%) 1985 (%) 1987 (%)

耕 地

牧草 地

森 林

その他*

761 1.9

14,850 38.5

24.120 59.3

944 2.3

1,353 3.3

15.644 38.5

22,725 55.9

952 2.3

1,908 4.7

17,653 43.4

20.153 49.3

962 2.4

3.821 9.4 3.995 9.8

17.995 44.2 19,959 49.1

17.838 43.9 15,600 38.3

1,020 2.5 1,118 2.8

合 計 48,675 100 40.675 10040,675 100 40.675 10040.6T5 100

出典: (1) Encuesta AgropectJarias, 1982-1985, MAG

(2) 1nfomacioTI EconoTnicas Basicas, NIC. 1988

義ll-4 主要農産物の収穫面積およぴ生産量

_A
1980

作物 面 積 生産量 t/ba

1985 1987

面 積 生産量 t/ba 面 積 生産量 t/ba

綿花 258. 3

サトウキt- 40. 5

トウモロコシ376.6

マンシーJカ135.7

ホ●ロット T9.8

大豆 357.1

小麦 47.0

227.5 0.88 385.9

1,445.8 35.8 56.0

584.7 1.5

2.049.8 15.1

58.1 0.72

543.9 1.5

469.3 1.2

2,726.5 48.6

470.4 800.8 1.T

186.4 2.861.3

56.9 48.9

718.8 1,172.5

43.0 0.91 125.0 184.6

15.3

0.86

1.6

1.4

339.5 420.6 1.2

63.5 3,18T.7 50.2

518.5 g17.2 1.7

202.4 3.389.4

56.0 47.6

676.1 1.025.4

186.9 280.0

16.7

0.85

1.5

1.4

単位:面積1.000ha､ 生産量1.000t

出典: LOS PRINCIPALES CULTIVOS. MAG. 1988
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3.アロヨス･エステロス地区排水整備計画

3.1計画の背景と目的

パラグアイ国では近年､米の需要が伸びてきており､その主要生産地はイタブア､

ミシオネス､コルディエラの各県である｡その中でもコルディエラ県は､大型消費地で

ある首都アスンシオンに隣接し､米､特に水稲の生産地として,土壌,水利等の自然条

件に恵まれている｡しかしながら､当地域は生活､農業基盤の未整備により生産が思う

ように伸びていない｡また､現在パラグアイ国内での重大な問題である土地を持たない

農民が当地域周辺へも侵入し,現地農民を脅かしている｡この様なことから本計画では､

当地区を首都圏への食糧基地とし､土地なし農民をも吸収できるよう基盤整備を行い､

国内に多く存在する排水不良地の農業開発モデル地区とすることを目的としている｡

3.2計画地区の概要

計画の対象となる地区は首都アスンシオンより東約50kmのコロディエラ県アロヨス

･エステロスを中心とした地区であるo 当地区はヤグイ川(Rio yhaguy)､ピT)ベブイ川

(Rio Piribebuy))涜域に位置し､周辺は､パラグアイ川流域に低地が広がっているとい

う立地条件により排水不良の湿地帯である｡

当地区の農業は､低湿地帯の比較的水利条件の良いところでは水稲栽培が行なわれ､

その他は牧畜の草地として利用されている｡また,高台の土壌が乾燥しているところで

はサトウキビを主として､一部野菜類が栽培されている｡

3.3計画の概要

当地区内の一部には取水堰が存在するが,ソダ棚での仮設的なものであり､出水等

でしばしば流失する｡安定した取水を行なうため,次のような施設計画を行なう｡

生産基盤(農地)整備(10,000 ha)

一取水堰の改修 H=2.4m, h:18.On全可動ゲート式

一用排水路
L=80kn

-地区内農道整備
L=60kln

一農産物乗出荷場および加工施設

生活インフラ整備

一飲雑用水

一教育･文化

一医療
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当初は､水稲を主とし､棉をその真に栽培をする二毛作とし､土壌が乾燥してきた

時点で､裏作に大豆等の換金性の高い作物に移行する｡

3.4計画の内容

a)かんがい施設の整備

乾期の干ばつ,不瑛則な降雨対策として､生産基盤の整備の内,第一にかんがい

施設の整備を行なう｡施設は水源施設く取水堰)と排水路縞である｡かんがい対

象面積は10,000baとする｡用水計画としてはヤグイ川､ビリベブイ川の河川水を

利用する｡かんがい方法は､水稲に対しては水盤かんがい,畑作(棉)に対して

は畝聞かんがいとする｡

また,高台の野菜栽培地域に対しては､ポンプによるスプリンクラーかんがいが

将来的に計画される｡

b)栽培計画

地区内で栽培される作物は､水稲､トウモロコシおよび野菜類である｡

特に,水稲の場合､現在一期作であるが､乾期における適当な水管理により二毛

作も可能にする｡畑作､野菜類の栽培もまた年間を通して行なわれるようにするo

c)道路の整備

現況の県内道路は国道を除き､郡内道路､その他はすべて未舗装道路である｡未

舗装道路は維持管理が不十分のため,農産物の輸送等に悪影響を与えている｡特

に地区内の農道はその密度が低く,整備も悪いので土地利用上から障害となって

いる｡このため､利用度の優先度を調査し,適正な道路(農道)の整備を行なう｡

d)生活インフラ整備

農地開発整備の対象面積を10,000ha､小農対策として一戸当り農地を20-50haと

すれば,約200戸以上の農家が生活することになる｡現存の村落は､生活用水､

教育､医療施設等も十分でないため､パラグアイ国､農村社会における生活イン

フラ整備を行なう｡
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3.5事業実施計画

本計画の実施に当たっては,次のような工程によって行なうことを提案する｡

a)本地区の開発計画(F/S)の実施

b)主要施設あるいは開発モデル地区の基本設計調査の実施

(無償資金協力事業の要請)

c)実施設計の実施

d)事業の実施

4.小農振興農業開発計画

4.1計画の背景と目的

現在､パラグアイ国では土地を持たない農民による民有地不法占拠が大きな社会問

題となっている｡この問題は農業立国であるパラグアイ国の基幹を脅かすものであり､

緊急に解決しなければならない国の最重要課題である｡

土地なし農民は､本来,土地を持たない農業労働者であるが､最近は大型プロジェ

クトの終了にともなう失業者,周辺国からの帰国者がそれに加わっている｡

パラグアイ国政府は､従来より生産手段を持たない農業労働者保護のための法を制

定､農村福祉院(IBR)を創立､入植地制定等の対策を講じている｡しかし,現状は土地

なし農民の解消はならず､むしろ小農と大･中規模経営農家の径済的格差が拡大し､固

定化しつつある｡また､近年の国際市場を相手とする大型機械化営農休制の中､従来の

対策では､設備投資資金の不足､大型機械償却のためには経営面積が′Jヽ規模である等自

立営農が困難であり､再び離農する場合がでてきている｡

以上の辛から本計画では､小農には負担となる農業機械の所有維持管理を別組織で

行い､小面積での農業径宮が可能となる営農計画を立案し､また､それと併せて農村イ

ンフラの整備を行い､土地を持たない農民の定住を図る事を目的としている｡

4.2調査対象地区

調査対象地区(ミシオネス県東部およぴイタブア県､約12,000 km2)は､パラグ

アイ南部に位置し､アスンシオンから200kn付近から始まり､エンカルナシオンより北

のビラポ川までとなる｡また､パイロット事業地区を設定､その場所ほ本調査地区内に

おいて開発の緊急度が高く､開発のモデルとなる位置等を検討して決定する｡
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調査対象地区周辺は､パラグアイ国の中でも降雨量の多い地域であり､年間平均的

1,700mTnである｡気温は6-8月の冬には零下となり､夏には40℃を越えることもあり年

間の格差が大きい｡

地形は大部分が緩傾斜の波状が連続した丘陵地である｡土壌は玄武岩を主体とした

肥沃なテラロッサが主流を占めている｡

現在､調査対象地区周辺(イタブア県中央南部)は小麦,大豆を主体とするコンバ

イン等を導入した大型機械化農業が行なわれており､パラグアイ国でも有数の穀倉地帯

を形成している｡

4.3受益者数

現在､土地なし農民の数は約2万人とされている｡本計画では以下のような計画を

目安とする｡

一
本椿事業

-

パイロット事業

4.000戸 入植地面積 10万ha (20ba/戸)

200戸 入植地面積 5千ha (20ba/戸)

4.4対象作物

換金性の高い大豆を主作物として､小麦､棉､ジェルバ等

4.5計画の内容

1)大型農業機械管理組織

近年､安定した農業経営には大型機械導入が必要であり､また､それらの大型機

械償却にはおよそ100-150haの径宮面積が必要である｡しかしながら､小農には

資機材に投資する財力はなく,径嘗面積も小さく安定した農業経営は現状では非

常に困難である｡そこで本計画では､大型農業機械の所有､維持管援のため別組

織を創立､独立分離させ､小面積での安定した農業径宮を可能にする｡また､将

来は､農民組織に発展させ､各農家より組合費を徴収,この組織の維持管理に充

てる｡

2)官長計画

対象作物である大豆､小麦等について,国際市場で十分対抗できる小面積での安
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定した農業経営を行なうため,技術的問題を含めた営農計画を立嘉する｡

3)農村インフラ整備計画

農道を含めた道路の整備,住居､飲雑用水､電気､大型農業機械管理組綴のため

の管理事務所､教育･医療のための設備類等､生活環境を整備し小農の定住を促

す｡これには､日本の国際協力事業団(JICA)等が行なっている移住事業の実績を

充分活かす｡

また､パイロット事業として､ IBRの所有する農地である地域において5,000haの規

模でのモデル農業開発を実施する｡

4.6事業実施計画

本計画の実施に当たっては､次のような工程によって行なうことを提案する｡

a)日本との全体地域の開発調査(F/S)の実施(技術協力)

b)パイロット事業開発の基本設計調査の実施

e)実施設計の実施

d)事業の実施
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パラグアイ国に提出したT/R (秦)



TER凹=NO DE REFERENCエA SOBRE LA EJECUC=ON DEL ESTUD=O DEL

PROYECTO DE DESARROLLO DE FOMENTO 】)E LOS PEQUEi7os AGRエー

c皿TORES I)E LA REPロBL工CA DEL PARAGUAY.

1.) =NTRODUCCtON

EI Gobiemo del Paraguay babJla planeado el Proyec亡o de Fotnento de Agricu1-

tura de los peqtle云os agricultore5 en el Dp亡o. de工亡apGa y la zona oriental

del Dpto. de Misiones, con el obje亡o
de hacer asentar a los agてicultores

sin tierra y hacer fotnentar la agricultura.

Para pてOtnOVer eSte Proyec亡o, se confecciot16 el t昌nino de referencia sobre

la e3eCuCiJon del estudio del proyecto para solicitar el Gobiemo del Ja-

pan la coop-eraci6n亡'ecnica y econ6nica.

Actualnente, en la RepGblica del Paraguay se es亡孟padeciendo
de un gran pr9.

blend social For la invasi6n ilega1, de parte de los peque五os agricu1亡ores

sin tierra, a la propiedad privada.

Es亡e proble皿a anenaZa la■ es亡ruc亡ura Clave del空araguay cotno pals agrJICOla
一■l

y es el pun亡o m言s i皿pOr亡之n亡e en亡re los 亡enas principales de solucio,n en el

やais.

E1出nisterio de Agricu1亡ura y GanaderJla, COTnO Organistno eコeCu亡or deさs亡e

Proyecto, ha decidido deteminarunplan piloto para llevar acabo la
ejeCR

ci6n arn6nica del proyecto de fotnento de agric□1tura para los agricu1亡ores

sin tierra, con la cooperacまoJn del Ins亡itt''to de BierleS亡ar Rtlra1 (IBA).

Este proyecto tiene cotno objetivo el de pla.neaLr el programa adninistrativo

agr王cola de孟reas peque云as y hacer el con亡rol y tnan亡eni皿iento de las
naqu主

narias agr王colas, qlle eSuna Carga muy PeSada para los peque五os agriculto-

res, por un organistno separado.
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Tambiさn hacer conjuntatnente el neコOramiento de infraes亡nlCtura COn el ob-

jeto de.programar el asentamien亡o de los agricultores sin tierra･

El organistno eコeClユtOr de Jest-e
proyec亡o, el Ministerio de Agricultura y GA

naderJla, SeSea e]eCtltar en las slgllientes fases:

Fase i : Ejecuci6n de esttldio de factibilidad (F/S)-para conocer

la
situaci6n b孟sica･en (ecnica, econ6mica y social de

昌ste proyecto.

Fase 2 : Ejecuci6n de dise五o de detalle.

Fase 3 : Ejecuci6n de obras.

El es亡udio de factibilidad y la transtnisi6n tJecnica a los tJecnicos del Pa-

raguay lnediante el estudio} son el contenido de la solicitud de cooperaci6n

al Gobierno del Jap6n.

2.) EL FONDO Y EL OBJET工VO DEL PROYECTO

En este tnotnento, 1a
octlpaCi6n y la invasi6n ilegal de los agricultores sin

tierra est孟siendo un grave problema y un tetna urgente de solucionar en el

Paraguay.

originalmeiite, ‾1os agr阜cultores sin ti早rra eran los peones agr王colas, per°

recientemente tambiJen est互n
integrados For los dedenpleados For la termi工旦

J■

ci6n
de grandes proyectos y los repatriados de los palSeS VeCinos･

El gobiemo del Paraguay viene tonando medidas for皿ando工BR y protmlgando

leyes de
colonizaci6n y protecci6n

de colonos quienes no
-tieTlen

Stlficien

亡e nedio de producciJon, pero enさste notnento, en ve2: de solucioTlar Se agr皇

va y va agrandandose cada vez m£s la diferencia econ6mica entre los gran
-

des y nedianos agricultores, quienes tienen TnayOr eSCala de adninistraci6n,

y la de los peque五os agrictlltores･ Aden言s donde la introducci6n de las
Ⅱ旦

quinarias agrJICOlas de gran escala influye en la producci6n y en el nerca-

do intemaciona1, 1os peque五os agricultores For falta de capital de inver-
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si6n para maquinarias e instalaci6n y For el peque五o vo1血en de tierra

mo le permi亡e in亡roducir naquinaTias agr王colas, como para conpensaT al

m互Ⅹimo
la despreciaci6n de la

tn孟quina.

Teniendo en cuenta lo arriba znencionado, planearユos slguientes ptェn亡os

y tonar cono objetivo principal de Jeste
proyecto el asentaniento de los

agricul亡ores sin亡ierra:

i. Deteminar la finca COTI POSibilidad de explotacioJn agr=cola y colo-

● JI

nlZaCIOn.

2. Para tneコOr a血inistraci6n independieTl亡e del peque五o agricultor, en

ctlantO a prOblemas de posesi6n de naquinarias agr王colas (especial -

me=lte COSeChadora) , establecer un organistno separado y alejar el pr9_

blema de maquiTlarias agr王colas del agricultor y de esa forma proyec一

亡aT el lo亡ea皿ien亡o de tierra agr王cola con super王i⊂ie moderada para

poder tnane3ar COIL adtninistraci6n estable.

3.凹ejora.de infraestmctura de
producci6n y medio ambience, principa1一

皿en亡e el camino agr王cola.

3.) EL ORGAN=S凹O DE EJECUC工ON DEL PROYECTO

El organi!tno de e3eCuCi6Tl de estudio y el trabajo de 'este
proyecto es e1

Ministerio de
･Agricultura y Ganader王a y

de1工nstittltO de Bienestar Rur去1.(=BR).

4.) RESロ凹EN DEL PROYECTO

1. Zona del Proyecto

sera eコeCutado con la cooperaci6n
J■

●

La zona de Jeste
proyecto es el este del Dpto･ de Misiones y el Dpto･

de工亡ap己a. En es亡a zona existe tlas. que pertenece a1工BR.
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El desarrollo agr王cola consiste en de亡e-inar la zona de factibili-

dad de desarrollo entre la tierra de1工BR incluyendo pastura y亡ie-

rTa baja u亡ilizable.

TatnbiJen 5.000五as. deエtap正a qtle perteTleCe al工BR, destinar al Pro-

yec亡o piloto.

2. NGmero de beneficiarios

se dice que actualmente existe casi 20･000 agricultores sin亡ierra

en la zona destinada aさs亡e Proyecto.

como meta deさ岳te proyecto puede citarse la slguiente idea:

- proyecto concreto･･ 100･000 tlas･ de superficie de coloni2:aCi6n

para 4.000 fanilias (20 ti且s./1 fanilia)･

- Proyecto Piloto

3. Producto destinado

5.000 Has. de superficie de
coloni2:aCi6n

para 200 fatnilias (20 t!as･/i fanilia)･

Soja como principal Tubro. Adem孟s trlgO, yerba mate, e亡亡･

4. Contenido del Proyecto

1- OT anistno de
adniTlistraci6n

de las na ulnaTlaS a rJICOlas de

escala:

Para naneコar la agriculttlra COB eS亡abilidad a血inistrativa
es n3.

cesario introducir la
naquinar王a agr王cola de gran escala y para

poder ser aprovechadas al m言Ⅹitno
la despreciaci6n de la tnaquina-

ria el terreno debe ser Tn王Tlimo de 100 a 150 tias.

Pero a los peque五os agrictlltores realmente es mtly dif王cil de ma-

ne3ar con eStabilidad adninistratiba For falta de capitales que

puedan invertir a las maquinarias y For el peque五o voIGmen de

亡ierTa 可ue tiene.
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Entonces, este proyecto corlSiste en formar un organismo separ皇

do de adminis亡raci6n, de man亡enimiento y servicio de las
7naqu主

narias agr王colas de gran escala e independizar ese organismo

de los den左s agricultores para que
'este

ptleda trabajar con es-

tabilidad administrativa en un terreno de superficie 7nenOr.

TanbiJeTl eTl el futuro este organisTnO puede evo111CionaてSe COTnO

cooperativa, recolec亡ando ユas cuotas mensuales de cada agricul

tor para cubrir los gastos a血inistrativos que orlglnarJa.

2- Pro

3-

ratna de adtninistraci6n a r王cola:

Referen亡e a log productos des亡inados con° soコa, trigo, etc. cul

tivado en una superficie tnenor, elaborar UTI Plan administra亡ivo

que incluye el problema tさcnico, para que estos peque五os agri
-

cultores puedan procederuna adtninistraci/on estabilizada 可ue pus_

da dar suficien亡enen亡e la coTnpetividad del precio en el nercado

inteTnaCional.

Plan de 7ne3Ora de infraestructura rural:

Llevar a cabo la pemanencia de peque云os agrictlltores con meコ0-

ra de calles, vivienda, agtla POtable, electricidad,una oficina

adtninis亡ra亡iva pare la administraci6n de.maquinarias
agr三colas

de gran escala} equlPaniento educativo y salud y nedio anbiente?

incluyendo camino rural.

Para esto> tltili2:ar la experiencia del proyecto inlgratOrio que

esti ejerciendo la Agencia de CooperacioJn Iate-rnacional del Ja-

p6n (J=CA).

5. ResGnen de Estudio

1- Zona des亡inada al Proyecto

La zona des亡inada al proyec亡o (como el es亡e del Dpto. de出siones
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y el Dpto. de工tapGa, alrededor de 8.000 En2) est言situada bacia

el snr del Paraguay y emple之a desde 200 R打al sur de Asunci6n

■′

has亡a el R王o Pirapo, sittlada hacia el norte de la citldad de En -

●
■′

CarnaCIOn.

La zona des亡inada para el proyecto piloto ser互elegida
dentro de

la 2:Ona del estudio.

Alrededor de la zona des亡まnada al estudio, es la zona donde se

tiene tnayor cantidad de lluvia precipitada en el Paraguay･ El

pTOmedio anual de lluvia ca王da es de 1700皿.

LaL tenperatura ptlede llegar bajo cero en el invierno (Junio-Ago主

to) y puede pasar a 40oC en el verano, notandose una gran varia-

●
J■

C10n en un anO.

Topogr孟ficamente, 1a mayor parte de la zona son lomadas, que co三

亡in6a la
ondt11aci6n pendien亡e len亡a y el suelo es亡ierra colora-

da, fさr亡il de basal亡o.

ActuaheTlte, 1a 2:OTla destinada al esttldio realize una agricultura

introdtlCida de maquinarias de gran escala y foma la zotla prOtni
-

nentenente granera del Paraguay.

2T Res6nen del estudio

El trabajo deさs亡e es亡udio se divide en: i) Esttldio de catnpo en

la zoTla del Proyec亡O y 2) Trabajo de confecci6n de datos y defi-

Tlici6n del Proyecto.

i) Con亡enido del esttldio de la zona del proyecto:

A- Confecci6n topogr孟fica de la 2:Ona del Proyecto:

a) Elecci6n de tierra adecuada a desarrollar con el estudio

Randsat de suelo, vegetaci6Tl y l王nea de con亡OrnO

b) Confecci6n top?.gr孟fica de i/5000 de la ZOTIO del Proyecto

piloto

B-Am五Iisis y recolecci6n de-datos para el desarrollo del Pro-

yeC亡o:

a) Fen6neno neteoro16gico y hunedad

b) Suelo y topogTaf王a
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c) si亡uaci6n actual de la zona de
colonizaci6n existen亡e

d) SittlaCi6n actual de agropecuaria y gaTlader王a

一

丁enen亡ia de 亡ierTa

- Sistema de cul亡ivo

- Cantidad cosechada del producto

- Plagas y enfernedades

-

Mまquinas agrJICOlas

- Ganader王a

e) Maqtlinarias agrJICOlas

f) Industria agropectlaria (hstalaci6T1)

g)
EconomJla agrOpeCllaria y econom王a regional

-

Agr王cola

-Amorti2:aCi6n
o reembolso

- Precio del meTCado in亡ernacional

h) Situaci6n actual de la actividad de apoyo para la
agri

cultura

- Experitnen亡o agr王cola

-

Definici6n agr王cola

-

organizaci6n de agricultores (Cooperativas AgrJICOlas)

- sutniTlistro de nateriales y maquinarias agr王colas

i) Situaci6n actual del sis亡ema de cotnercializaci6n

3') Situaci6n de
mejoramien亡o

de infraestructura en los a1-

rededores de la contlTlidad rtlra1.

- Canino

- Agtla POtable

- ElectTicidad

-

Educaci6n

- Sanidad

k) 0亡ros

2) Deteminaci6n del proyecto de desarrollo:

A- Confecci6n del Proyecto de desarrollo de fotnento agr=cola
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de los peque五os agricultores

a)
Plan de tnanejo y escala de la agriculttlra aPta

b) Plan deunorganisno de adninistraci6h
de maquinarias

agr王⊂olas

c) Mejoramiento de infraestmcttlra agrJICOla (producci6n

y tnedio ambiente)

B- Confecci6Tl de proyecto de trabajo piloto

C- Conputo de
ventaja y costo del Proyecto

D- Evaluaci6n econ6tnica
del Proyecto

E- Confecci6n del plaTl fiTlanCiero y cronograna de eJeCuCi6n

El trabajo de 'es亡e
esttldio es la solici亡ud de cooperaci6n tさcnica al Go-

biemo del JaploTl y eS亡孟etl eXpeCtativa la eコeCtlCiJon despues de la coTICllユ

si6n del trabajo del es亡udio del Proyec亡o (S/W) el cull ser孟realizado

entre el Gobiemo de la RepGblica del Paraguay y el Gobiemo del Jap6n･

Se es亡ima un a五o de tiempo cotno per王odo de eコeCuCi6n
del es亡udio, inclu-

yendo el estudio de campo y determinacioJn del proyec亡o･
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PROGRAMA DEL ESTUDIO

LA)
⊂)

INDICEDETRABAJO

MESES

l 2 3 4 5 6 7 8' 9 10 ll 12

I.ResGmendeS/W

2.EstudioProyecto

(1)Trabajodeestudiodecampo

(2)TrabajoderesGmendelProyecto

I
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フォルモーソ地区パイロット事業配置図

フォルモーソ地区′{1E=Lyト事業(左側は貯水池)

フォルモ-ソ地区パイ田ット事業(上手馴ま貯水池)
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-



一′ー

申p｢下T3_,

だ二

I

表垂r:

新一_rt
ll

妻ii
_

チ:壁

‾
_

‾
iil

フォルモ-ソ地区パイロット事業内敷物(栄)貯蔵施設

__Jh_ _JL-

■i;‾虫王領

フォルモーソ地区パイロット事業内洪水ポンプ放牧

フォルモーソ地区パイロット事業内水稲栽培状況
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フォルモーソ地区パイロット事業内大豆栽培状況

フォルモーソ湿地開発計画予定地

バラナ畑地かんがい開発計画予定地
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ァ□∃ス｡エステDス地区排水整備計画予定地(佐助地域)
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ア□∃ス･エステロス地区耕水整備計画予定地(高台地域)
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小農振興農業開発計画周辺地域くイタブ7県)
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J31

イタブア県内農地粥発状況
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程2. 調

国

名
日順 月日 曜 出発地 到着地 宿泊地 工程

プ

ラ

ジ

)レ

ノヾ

ラ

グ

ア

イ

1 718 水 成田

フーテン｢T)ア

ホ●いナシオナル

機中 移動

2 19 木 T)オテ◆シーサネイロ

フ■ラリーl)7

プーラシー])ア ”

3 20 金 ”

ホーいナシオナル

大使館､JICA表敬
4 21 土 資料収集
5 22 日 //

6 23 月 連邦政府農務省､トカンチ1/ス州7'ラシーT)7事務所表敬
7 24 火 現地調査

8 25 水 ホ●いナシオナル クールt' ク●ルヒ● ”

9 26 木 クールt' アラクー7イ7 アラクーァイア ”

10 2T 金 アラクーァイ7 アライアス アライ7ス //

ll 28 土 7ライアス

7一ラシ●TJT

フーテンーT)ア

サン八●ゥロ

フーテンーT)7 =ンチ1Jス州関係者と協議(州都八●ルマス)

12 29 日 〟 資料整理
13 30 月 ” ”

14 31 火 サ川-ゥロ 資料収集
15 81 水 サン八●ゥロ

アスンシオン

ユンカルナシオン

アスンシオン

アスンシオン

ユンカルナシオン

アスンシオン

サン八●ゥロ

アスンシオ1J 移動(ブラジル国よりパラグアイ国へ)

16 2 木 ” 専門家と打合せ
17 3 金 // 大使館､JICA､農牧省表敬
18 4 土 ′′ 資料q文集

19 5 日 ” ”

20 6 月 ” 現地調査(アロエス･エステロス)

21 7 火 // ′′

2‾2 8 水 ” ”

23 9 木 エンカルナシオン 現地調査

24 10 金 ” 〟

25 ll 土 アスンシオン 資料整理
26 12 日 ” ′′

27 13 月 〟 農牧省協議､農村福祉院表敬
28 14 火 ” 大使館,JICA報告
29 15 水 機中 移動
30 16 木 サ川●ゥロ t]サンシーェルス

// ′′

31 1T 金 ロサH'ェルス 成田 ”

”帰国

l

LJ)

1

1



3.面会者氏名

ブラジル国

在プーラジル日本大使館

佐々木伸太郎:公使

福田 豊治:一等書記官

JICAブラジリア事務所

本郷 豊 :所長

ブラジル連邦政府関係

Alberto Nomna: Assessor. Ninisterio da Agricultura

Yoshihiko Sugai: E7nPreSa Brasileira de PesqLIIsa Agropecuaila

トカンテンス州関係

Yilson Siqueira CaTnPOS: GoverTnador

Rene Po叩eu de Pina: Assessor de Assuntos e言ternOS

Nilton Franco: Secretario de Agriculttlra

Jose Jamil Fernandes Martins: Secretario de PlaTnejaTnentO

Joao Rodrigues de Cerqueira: Secretario da Fazenda

Nanoel de Almeida Jesus: Chefe do DepartaTnentO de Planejamento

e Programacao Geral.

Paulo Henrique Garcia: Secretaria de Estado da Agricultura

Maria Angela de Araujo Martins: Chefe do Escritorio em Brasilia
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パラグアイ国

在パラグアイ日本大使館

中原松美:二等書記官

JICA関係

内田智允:八●ラグーァイ事務所事務課長

前田武彦:エソ丸け州ン支所長

古山文男:イク●ァス一事務所長

森本一生: J7CA専門家

青山千秋: JICA専門家

沢 畑秀:JICA専門家

農牧省関係者

Ronaldo Eno I)ietze Junghanns: Director del Gabinete Tecnoco, MAG

Eenry Yasuo Noriya F. : GabiTnete Tecnico. MAG

Jaime Ayala Godoy: Gabimete Tecnico, MAG

Francisco tbarra ”. : Gabimete Tecnico. MAG

農村福祉院関係(Ⅰ爪Stituo de Bienestar Rural, IBR)

Joel Amarilla: Director del Gabinete Tecnico

†aldomero Valinotti: Gabinete Tecnico
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4.収集資料リスト

ブラジル

1. AⅣUARIO ESTATISTICO DO BIiASIL

2. ESTUDO NAC10ⅣAL DA DESPESA FAMILIAR

3. AL川EⅣTOS. POLITICA AGRICOLA

E PESQUⅠSA AGEOPECUARIA

4. GOIAS E TOCANT川S Informacoes Basicas

5.トカンチンス州

各プロジェクト調査報告書 全6冊

6. PEEFIL ECONMICO - SOCIAL Yersao Preliminar

7.トカンチンス州土壌図

8.トカンテンス州かんがい計画図

9.トカンチンス州行政機構図

パラグアイ

1.アロヨス･エステロス周辺地形図

2.イタプア･ミシオネス県地形図
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IBGE

rBGE

EMBRAPA

IBGE

ESTADO DO TOCAⅣTINS

MIⅣISTER70 DO 川TEEOR

ESTADO DO TOCAⅣTIⅣS

ESTADO DO TOCAⅣT川S

ESTADO DO TOCAⅣT川S

D柑ECCIOⅣ DEL SERVICIO

GEOGRAFICO MILITAR

DIEECCIOⅣ DEL SERVICIO

GEOGI柑FICO九‖LITAR
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